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農
業
大
学
校
は
、
昭
和
五
二
年
の
開
校

以
来
、
一
貫
し
て
次
代
の
農
業
・
農
村
を

担
い
、
地
域
に
お
け
る
農
業
振
興
に
指
導

的
な
役
割
を
果
た
す
人
材
を
養
成
す
る

機
関
と
し
て
の
役
割
と
機
能
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少
と
少

子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど

農
業
情
勢
の
変
化
、
農
業
法
人
な
ど
組
織

経
営
体
に
よ
る
地
域
農
業
の
再
編
成
、
団

塊
の
世
代
の
定
年
帰
農
者
や
転
職
者
等

の
農
業
参
入
者
の
増
加
な
ど
農
業
大
学

校
を
巡
る
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

 
こ
う
し
た
本
県
の
農
業
・
農
村
の
実
情

や
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
農
業
大
学
校

に
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

現
在
、
今
後
の
農
業
大
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
発
刊
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
「
農
大
だ
よ
り
」
は
、
そ
の
具
体
化

さ
れ
た
取
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、
農
業
大

学
校
の
教
育
研
修
活
動
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
き
、
県
民
や
保
護
者
な
ど
の
御
理

解
と
御
協
力
の
下
、
開
か
れ
た
農
業
大
学

校
を
つ
く
り
た
い
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
お
読
み
い
た
だ
き
、
御

意
見
や
御
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
農
業
大
学
校
が
県
内
で
唯

一
の
農
業
・
農
村
へ
の
有
為
な
人
材
育
成

機
関
と
し
て
の
基
本
的
使
命
は
、
変
わ
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
後
の
農
業
・
農
村
で
求
め
ら
れ
る
多
様

な
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
魅

力
あ
る
農
業
大
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

職
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
、
同
窓

生
が
誇
れ
る
大
学
校
を
目
指
し
尽
力
し

て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
、

同
窓
生
を
始
め
、
関
係
各
位
の
変
わ
ら
ぬ

御
理
解
と
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 
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全
国
交
換
大
会
in
熊
本 

花
き
園
芸
コ
ー
ス
准
教
授 

村
上
一
男 

 

七
月
一
八
日
～
二
〇
日
、
国
立
阿
蘇
青

少
年
交
流
の
家
（
熊
本
県
阿
蘇
市
）
で
第

三
八
回
全
国
農
業
大
学
校
交
換
大
会
が
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
二
五
八
名
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
標
高
約
六

〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
涼
し
く
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
、
池
尻
君
（
二
年
生
、
野
菜

園
芸
コ
ー
ス
）
、
大
西
さ
ん
、
廣
瀬
さ
ん
（
一

年
生
、
花
き
園
芸
コ
ー
ス
）、
大
相
さ
ん
（
一

年
生
、
造
園
緑
化
コ
ー
ス
）
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

主
な
内
容
は
課
題
別
研
修
、
意
見
交
換

会
で
し
た
。
課
題
別
研
修
で
は
、
四
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
現
地
で
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
先
進
事
例
の
実
践
者
か
ら
の
話
を
聞
き
、

コ
ー
ス
別
に
そ
れ
ぞ
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
Ａ
～
Ｌ
の
十
二
班
に

分
か
れ
、
共
通
の
テ
ー
マ
「
こ
う
す
れ
ば

い
い
よ
！
農
大
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
発
信
」
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
農
大
の
Ｐ

Ｒ
に
関
心
が
高
い
参
加
者
が
多
く
、
時
間

が
経
つ
の
も
忘
れ
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

 
当
初
は
、
他
校
の
学
生
と
の
交
流
に
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
研
修
や
生
活
を
共

に
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
友
情
が
芽
生
え

深
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
彼
ら
が
手

に
し
た
友
情
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
宝

物
を
、

今
後
も

大
切
に

育
ん
で

も
ら
い

た
い
と

思
い
ま

し
た
。 

  

北
海
道
現
場
実
習
に
参
加
し
て 

野
菜
園
芸
コ
ー
ス
二
学
年 

吉
岡
悠
平 

私
は
、
こ
の
夏
七
月
二
九
日
～
八
月
五

日
、
財
団
法
人
香
川
農
林
振
興
財
団
が
主

催
す
る
第
二
回
北
海
道
現
場
実
習
に
県
内

の
農
業
高
校
生
五
名
と
共
に
参
加
し
ま
し

た
。
実
習
先
は
「
神
内
フ
ァ
ー
ム
２１
」
と

い
う
農
業
生
産
法
人
で
す
。
こ
の
農
場
は
、

札
幌
市
か
ら
北
に
約
八
〇
km
行
っ
た
樺

戸
郡
浦
臼
町
に
あ
り
、
面
積
は
八
〇
〇
ha

（
な
ん
と
東
京
ド
ー
ム
の
約
一
八
〇

倍
！
！
）、
そ
こ
で
は
肉
牛
、
め
ん
羊
等
の

畜
産
部
門
を
中
心
に
、
パ
パ
イ
ヤ
、
マ
ン

ゴ
ー
な
ど
の
熱
帯
果
樹
や
植
物
工
場
で
の

葉
菜
類
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

神
内
フ
ァ
ー
ム
を
訪
れ
た
と
き
、
ま
ず

驚
い
た
の
が
そ
の
広
さ
で
す
。
見
渡
す
か

ぎ
り
の
牧
草
地
に
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い
た

の
に
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
最

高
気
温
が
二
五
度
で
湿
度
も
低
か
っ
た
の

で
、
実
習
の
能
率
が
も
の
す
ご
く
上
が
り

ま
し
た
。 

実
習
は
畜
産
部
門
が
中
心
で
、
濃
厚
飼

料
や
乾
草
な
ど
の
餌
や
り
を
は
じ
め
、
去

勢
、
除
角
、
直
腸
検
査
、
母
牛
か
ら
子
牛

を
離
す
離
乳
、
哺
乳
、
牛
の
出
産
の
補
助

な
ど
の
作
業
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
果
樹

の
実
習
も
あ
り
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
苗
の
鉢

上
げ
、
か
ん
水
、
イ
チ
ジ
ク
の
着
果
数
調

査
を
し
ま
し
た
。 

今
回
の
実
習
で
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、

牛
の
出
産
で
し
た
。
子
牛
の
前
足
が
出
て

き
て
お
り
、
縄
で
縛
り
引
っ
張
り
出
し
ま

し
た
。
出
産
を
間
近
で
見
た
の
で
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。 

こ
の
北
海
道
実
習
は
私
に
と
っ
て
、
新

し
い
発
見

の
連
続
で

し
た
。
今

後
の
農
業

に
対
す
る

考
え
に
役

立
て
て
い

き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

 
実習も一苦労（左端が私） 

 
会場内の様子 

 

 
みんな笑顔で 

 
参加者全員で記念写真（左から２番目が私） 
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農
業
大
学
校
の
現
況 

現
在
、
担
い
手
養
成
科
に
は
二
年
生
が

三
一
名
、
一
年
生
が
二
八
名
在
籍
し
て
い

ま
す
。
日
々
講
義
や
実
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。 最

近
の
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
二
年
は
就
農
の
う
ち
農
業
法
人
へ
の

就
農
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
。
ま
た
、

主
な
就
職
先
と
し
て
は
Ｊ
Ａ
や
ゴ
ル
フ
場

を
含
む
造
園
会
社
、
青
果
物
や
花
を
取
り

扱
う
卸
売
市
場
や
そ
の
関
連
会
社
、
缶
詰

な
ど
の
食
品
製
造
関
連
会
社
及
び
農
機
具

メ
ー
カ
ー
な
ど
で
す
。
そ
の
他
、
海
外
研

修
と
し
て
本
年
度
は
、
野
菜
園
芸
コ
ー
ス

の
卒
業
生
一
名
が
一
年
半
の
予
定
で
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
農
業
や
文
化
を
肌
で
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

技
術
研
修
科
に
は
長
期
研
修
生
（
一
年

間
）
が
一
四
名
、
短
期
研
修
生
（
三
か
月

間
、
秋
冬
コ
ー
ス
）
が
一
一
名
在
籍
し
、

就
農
を
目
指
し
て
技
術
と
知
識
を
高
め
て

い
ま
す
。 

活活
躍躍
すす
るる
修修
了了
生生 

 

佐
古 

元
行
さ
ん
（
坂
出
市
） 

技
術
研
修
科 

平
成
一
六
年
度
修
了 

     

技
術
研
修
科
の
修
了
生
は
、
自
家
で
農

業
経
営
を
実
践
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
中
に
は
青
果
物
流
通
の
世
界
に
入
り

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
佐
古
元
行
さ
ん

の
紹
介
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

『
旬
菜
市
場 

フ
ァ
イ
ン
』 

佐
古
さ
ん
は
、
農
大
に
来
る
前
は
大
手

電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
で
材
料
の
調
達
、
総

務
等
の
経
歴
が
あ
り
ま
す
。 

定
年
退
職
後
に
、
第
二
の
人
生
は
何
か

地
域
の
方
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
想
い

か
ら
、
当
初
「
安
全
で
美
味
し
い
野
菜
の

栽
培
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新

鮮
・
安
全
な
野
菜
の
販
売
を
通
じ
、
農
家

と
お
客
様
が
相
互
理
解
で
き
、
多
く
の

方
々
の
「
身
体
と
心
を
元
気
に
」
日
々
の

生
活
を
楽
し
く
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
観
点
で
、
研
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

研
修
期
間
中
か
ら
準
備
を
進
め
、
平
成

一
七
年
四
月
に
坂
出
市
久
米
町
で
産
直
施

設
『
旬
菜
市
場
フ
ァ
イ
ン
』
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
野
菜
の
出
荷
者
と
購
入
者
が

次
第
に
増
え
、
予
想
外
の
拡
大
が
必
要
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
平
成
一

八
年
三
月
小
売
業
の
大
手
量
販
店
の
坂
出

店
へ
の
出
店
も
実
現
し
ま
し
た
。
平
成
一

九
年
二
月
に
は
高
松
店
に
出
店
し
ま
し
た
。 

旬
菜
市
場
フ
ァ
イ
ン
で
は
特
に
ト
マ
ト

に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
一
〇
月

に
は
ア
グ
リ
事
業
と
し
て
坂
出
市
の
府
中

湖
近
く
に
整
備
し
た
大
規
模
ハ
ウ
ス
で
年

間
八
〇
ト
ン
の
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
生
産

す
る
県
内
食
品
会
社
と
提
携
し
、
販
売
力

の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

今
後
、
新
し
い
発
想
で
流
通
業
界
に
挑

戦
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
と
こ
だ
わ
り
生
産
者
を

探
し
て
い
ま
す
。 

最近の卒業生の進路（単位：人） 

  就農  就     職 

年度 
卒業生

数 
 

うち 

研修後 
公務員 ＪＡ等 

農業関連

会社 

その他(進学

等含む） 

13 35 12 3 2 2 10 9 

14 47 10 3 2 5 14 16 

15 36 6 3 2 5 12 11 

16 43 10 3 0 0 10 23 

17 37 9 2 0 3 8 17 

18 39 15 5 1 3 13 7 

 
大教室での講義 
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農
産
物
直
売
所
の
ご
案
内 

農
大
で
は
、
学
生
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
農
産
物
を
実
習
の
一
環
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。 

 

朝
収
穫
し
た
季
節
の
野
菜
や
果
物
、
切

花
、
鉢
花
な
ど
の
新
鮮
な
農
産
物
を
取
り

そ
ろ
え
、
み
な
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
ニ
ン

ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ト
マ
ト
、

葉
ボ
タ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
カ
キ
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
等
が
店
頭
に
並
ぶ
予
定

で
す
。 

●
開
設
日 

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日 

 

（
※
た
だ
し
、
祝
祭
日
は
除
く
。
ま
た
、

日
程
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

●
開
設
時
間 

午
後
一
二
時
四
五
分
～
一
時
三
〇
分 

  

担
い
手
養
成
科 

募
集
人
員 

野
菜
園
芸
・
花
き
園
芸
・
果
樹
園
芸
・

造
園
緑
化
・
畜
産
コ
ー
ス 

 

四
五
名 

●
な
お
、
野
菜
園
芸
、
花
き
園
芸
、
果

樹
園
芸
、
造
園
緑
化
は
概
ね
一
〇
程
度
、

畜
産
コ
ー
ス
は
五
名
程
度
で
す
。 

募
集
方
法
（
一
般
入
試
） 

受
付
期
間 

 

一
二
月
七
日
（
金
）
～ 

一
二
月
二
一
日
（
金
） 

試
験
日 
 

 

一
月
一
〇
日
（
木
） 

試
験
内
容 

 

小
論
文
、
面
接
試
験 

合
格
発
表 

 

一
月
一
七
日
（
木
） 

（
❋
推
薦
入
試
は
受
付
終
了
し
ま
し
た
。） 

技
術
研
修
科 

新
規
就
農
者
研
修
課
程
等
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

農
業
大
学
校
総
務
研
修
課
ま
た
は
教
務

課 

受
付
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
一
五
分
と
な
り
ま
す
。 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

 

〇
八
七
七
（
七
五
）
一
一
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
八
七
七
（
七
五
）
三
九
八
九 

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
集
の
要
項

が
確
認
で
き
ま
す
。 

「農
大
ふ
れ
あ
い
市
」の
お
知
ら
せ 

学
生
自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
、

運
営
を
行
う
恒
例
の
「
農
大
ふ
れ
あ
い
市
」

を
開
催
し
ま
す
。
研
修
生
、
後
援
会
会
員

も
参
加
し
ま
す
。 

本
年
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
開
催
日 

平
成
一
九
年
一
一
月
一
〇
日
（
土
） 

●
開
催
時
間 

午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で 

●
内
容
（
予
定
） 

農
産
物
販
売
（
野
菜
、
鉢
物
、
果
物
、

花
苗
、
堆
肥
等
）・
模
擬
店
（
う
ど
ん
、
焼

き
そ
ば
、
か
ら
あ
げ
、
コ
ー
ヒ
ー
等
）
、
バ

ザ
ー
（
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、
不
用
品
） 

な
お
、
駐
車
場
は
用
意
し
て
お
り
ま
す

が
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

   

「
農
大
だ
よ
り
」
第
一
号
を
発
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
不
十

分
な
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
の
で
、
皆
様
の

ご
意
見
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○大 

今後の学校行事計画 

10月25日 推薦入学試験 

11月10日 農大ふれあい市 

1月10日 一般入学試験 

1月25日 校内卒業論文発表会 

2月7,8日 
中四国ブロックプロジェクト発表会

（島根県） 

2月26,27日 
全国農業大学校プロジェクト発表会

（東京都） 

3月4日 卒業式（予定） 

3月12～14日 １学年県外先進地研修 

 
農産物販売コーナー 

昨年の「農大ふれあい市」より 

平
成
二
〇
年
度
学
生
募
集 

編
集
後
記 

 
校内農産物直売所 

学生会館１Ｆ 

正門入った左側 


